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第８回 地域勉強会のおさらい
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南武線沿線まちづくり

南武線沿線まちづくりにおける
「リーディングプロジェクト」

来訪者・居住者が有意義に時間を過ごせる
“居場所づくり”による賑わいや新たな価値の創出

公共空間の利活用
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～公共空間の利活用に関する基本的な考え方～

地域の魅力向上に向けた駅前空間の積極的な利活用

地元町内会・商店街、地元企業、行政が連携した取組

日常的な利用にしっかりと目を向けた利活用

実験的な取組による地域に適した利活用

駅周辺の大規模土地利用転換や連続立体交差事業の実

現を見据えた、長期的な取組としての枠組みの確立
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鹿島田駅周辺地区における具体の取組について
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地域活動の取組紹介

エリアマネジメント組織 鹿島田デイズ
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エリアマネジメント組織 鹿島田デイズ

○設立日 ２０１８年１０月１日

○組織形態 任意組織（地域の方々）

○設立趣意 鹿島田地域の持つ価値をより良く次世代に継承

するために、必要な諸活動を改めて見出し、合

意形成し、実践するための組織

○主な活動 （１）まちの拠点プロジェクト

（２）スタートアップ支援事業

（３）ヒロバプロジェクト

（４）エリアブランディング

（５）効果検証
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○活動スケジュール

将来に向けたエリアマネジメントの組織の基盤を見出し、形作ること

を目標として、2018年度から５年間の実証実験期間で、鹿島田地域

の価値向上をめざした様々な地域連携・公民連携による活動や事業の

実証実験を行う。

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

組織
づく
り

諸活動の
試行

諸活動の推進、活動/事業の再検討

行政・地域団体/企業等との連携、
人材育成ネットワーク形成

自立経済基
盤の確立
組織力強化

諸活動の効果検証
検証結果取り
まとめ

実証実験期間（５年間）

2023年度以降
も取組を継続
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（１）まちの拠点プロジェクト

新たなまちの拠点を鹿島田駅前に整備。既に鹿島田地域のコミュニティ
拠点として機能する「タウンカフェ新川崎」と連携し、新たな層をター
ゲットとして地域交流プログラムを展開予定。

主に地域のオフィスワーカーをターゲット
とするコワーキングスペース＆カフェ・パ
ブとして開業（11月中旬オープン予定）
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（２）スタートアップ支援事業

様々な市民活動のアイデアを集め、共有する中で、魅力的なアイデアを
見出し、その初動を支援する地域活動スタートアップ支援の取組。

アイデアを持ち寄る会議を開催し、その入場料が互選会議で選定された
企画提案者へ寄附される仕組み。

プロジェクトの概要

２０１８年度の活動内容（２回の実施を予定）

第１回 まちづくりフォーラム（11/11）でイメージを共有

第２回 企画公募方式での開催をめざす

２０１９年度以降の活動内容

・年間数回の開催を予定

・アイデア会議参加者増（目標100名/回）等の規模拡大

・協賛企業の募集など活動原資の増強を図る
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（２）スタートアップ支援事業

「かしまだスープ」（交流のための食事会＆スタートアップ支援）

※米国デトロイト市における取り組みを参考

アイデア会議

・年数回開催

・参加者目標100人/回

地域の住民

地域で

働いてる人

テーマに興味
のある人

人材の発掘・育成、

アイデアのストック

※ アイデア会議は、スポーツ、アート、
映画、グルメ、ファッション、音楽
など、各回テーマを決めて実施。

取組の実践

（鹿島田駅周辺の広場等を
利用）
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（３）ヒロバプロジェクト

鹿島田地域の主として屋外の広場空間について、官民それぞれの管理者
と連携し、各広場の設置主旨を踏まえつつも、新たな活用の可能性を検
証するための諸活動。

プロジェクトの概要

２０１８年度の活動内容（川崎市管理地における社会実験）

通行量、アクティビティ調査の実施（10/8・10/9）

第１回社会実験（11月中旬（約１週間））

→芝生やベンチの設置

第２回社会実験（３月頃）

→芝生やベンチの設置

＋非営利/営利プログラムの実践

２０１９年度以降の活動内容（道路や駅前広場も含めて実施）
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２０１８年度の取組内容

三井ビルディング
公開空地

鹿島田駅

新川崎駅

鹿島田駅西口
交通広場

ルリエ新川崎
公開空地

川崎市管理地

鹿島田２丁目公園

都市計画道路

鹿島田公園
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芝生やベンチの設置

非営利プログラム 営利プログラム

駅前の市管理地
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２０１９年度以降の取組（想定）

三井ビルディング
公開空地

鹿島田駅

新川崎駅

鹿島田駅西口
交通広場

ルリエ新川崎
公開空地

川崎市管理地

鹿島田２丁目公園

都市計画道路

鹿島田公園

取組対象の公共空地を拡大
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公共空間の利活用に関する基本的な考え方

官地・民地問わず、駅前空間を積極的に利活用
地域と連携した取組
日常的な利用にしっかりと目を向けた利活用
実験的な取組にトライしながら最適に利活用
長期的な取組としての枠組みの確立

地域活動の活性化

「鹿島田デイズ」における取組

マッチング

地域活動との連携・協働により
リーディング事業として取組を実践
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他の駅周辺での駅前空間の利活用

鹿島田駅周辺地区（モデル地区）

平間駅周辺地区

それぞれの地区の特性を考慮

行政・地域

向河原駅周辺地区

利活用の計画

取組内容の
見直し・改善

効果検証・
課題の洗い出し

公共空間利活用
（実験的取組）
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